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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

特
集

特集

特
集 広報田辺　令和元年 6月号・目次

02 目次・特集「世界遺産鬪雞神社創建千六百年」

08 トップニュース
後期高齢者医療制度にご加入の皆さんへ／ふる
さと田辺へのご支援ありがとうございました ほか

22 みんなの彩時記
幻の熊野古道奥辺路ウォーク龍神の大自然へ
／みんなで漁港へ♪芳養しおさいまつり ほか

12 情報ボックス
ふるさと文化振興補助金を交付します／
ニュースポーツ教室を開催します　ほか

18 みんなの広場

16 相談日程等

　今月の表紙は、市街地
の魅力を再発見するまち
歩きイベントです。参加
者が、鬪雞神社で正式参
拝をしている様子を撮影
しました。

　

平
成
28
年
10
月
に
世
界
遺
産
に
追
加
登
録

さ
れ
た
鬪
雞
神
社
。
今
年
で
創
建
１
６
０
０

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
安
藤

直
次
が
田
辺
城
に
入
城
し
て
４
０
０
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
鬪
雞
神
社
の
歴
史
や
見
ど

こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
地
域
が
大

切
に
し
て
き
た
伝
統
的
文
化
や
行
事
に
も
注

目
し
、そ
の
魅
力
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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鬪雞神社を知る

鬪
雞
神
社
の
始
ま
り

　

社
伝
に
よ
れ
ば
允
い
ん
ぎ
ょ
う恭

天
皇
8
年

（
4
1
9
）
に
創
建
さ
れ
、
今
年
で

1
6
0
0
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
『
紀
伊
続
風
土
記
』
で
は
、
熊

野
別
当
18
代
湛た
ん
か
い快

の
と
き
に

熊く
ま
の
さ
ん
し
ょ
ご
ん
げ
ん

野
三
所
権
現
（
熊
野
三
山
の
主
祭

神
）
を
勧か
ん
じ
ょ
う請（
神
仏
の
分
身
・
分
霊

を
他
の
地
に
移
し
て
祭
る
こ
と
）
し

た
と
伝
え
、
湛
快
の
子
湛た
ん
ぞ
う増
は
こ
の

付
近
に
坊ぼ
う
し
ゃ舎
（
僧
の
住
む
家
）
を
構

え
、
以
降
熊
野
別
当
家
の
一
流
（
田

辺
別
当
家
）が
代
々
当
地
に
住
ん
で
、

神
社
を
管
理
し
ま
し
た
。

社
名
の
由
来

　

江
戸
時
代
に
は「
新い
ま
く
ま
の
と
う
け
い
ご
ん
げ
ん
し
ゃ

熊
野
鬪
雞
権
現
社
」

又
は
「
新い
ま
く
ま
の
と
り
あ
わ
せ
ご
ん
げ
ん
し
ゃ

熊
野
雞
合
権
現
社
」
と
呼

ば
れ
、「
鬪
雞
神
社
」
の
名
前
は
明

治
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
鬪
雞
神
社

の
社
名
は
、『
平
家
物
語
』
巻
11
「
鶏

合
、
壇
浦
合
戦
」
に
、
源
平
合
戦
の

際
に
源
氏
・
平
氏
ど
ち
ら
に
味
方
す

る
か
迷
う
湛
増
が
、
紅
白
二
色
の
鶏

を
神
前
で
七
番
闘
わ
せ
て
神
意
を
占

い
、
全
て
白
色
の
鶏
が
勝
利
し
た
こ

と
か
ら
源
氏
に
味
方
し
た
と
す
る
物

語
に
よ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
熊
野
参
詣
の
際
は
鬪
雞

神
社
に
参
り
、
心
願
成
就
を
祈
願
し

出典：西
さいごくさんじゅうさんしょめいしょずえ
国三十三所名所図会

鬪
雞
神
社
と
安
藤
氏

　

安
藤
直
次
が
田
辺
城
に
入
城
し

て
か
ら
、
安
藤
家
は
鬪
雞
神
社
と

深
い
関
わ
り
を
有
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
第
4
代
直な
お
き
よ清

は
、
寛
文
元
年

（
1
6
6
1
）
に
現
在
の
本
殿
を
再

建
し
た
ほ
か
、
そ
の
本
殿
の
屋
根
の

葺ふ

き
替
え
な
ど
、
社し
ゃ
と
う頭
整
備
に
尽
力

し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
社
に
伝
わ
る

麒
麟
の
大
絵
馬
は
、
第
11
代
次つ
ぐ
の
り猷
の

奉
納
で
す
。

　

ま
た
、
田
辺
の
梅
栽
培
や
加
工
業

は
、
直
次
の
政
策
に
始
ま
る
と
地
元

で
は
語
り
継
が
れ
、
田
辺
発
展
の
恩

人
と
し
て
、
今
で
も
多
く
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
功
績
を
称
え
る
た
め
、

明
治
19
年
（
1
8
8
6
）
に
旧
田
辺

藩
士
の
有
志
に
よ
り
、
鬪
雞
神
社
境

内
に
藤と
う
が
ん巖
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し

た
。
直
次
を
祭
神
と
し
、
社
名
は
直

次
の
諡し
ご
う号
（
貴
人
な
ど
の
死
後
、
生

前
の
行
い
を
尊
ん
で
贈
る
名
）「
藤

巖
院
」
に
由
来
し
ま
す
。

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社

に
祈
願
し
、
三
山
参
詣
に
替
え
た
と

の
伝
承
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
熊
野
三
山

の
別
宮
的
な
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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特
集
特
集

　

鬪
雞
神
社
の
社
殿
は
、
熊
野
三

山
の
影
響
が
強
く
、
明
治
22
年
の

大
洪
水
に
よ
り
流
失
し
た
熊
野
本

宮
大
社
と
社
殿
の
配
置
が
類
似
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
殿
は
、
当
時

の
田
辺
領
主
で
あ
っ
た
安
藤
直
清
が

造
営
に
深
く
関
わ
り
、
17
世
紀
中

期
以
前
か
ら
残
る
、
和
歌
山
県
南

部
で
も
数
少
な
い
建
築
物
で
す
。

　

同
社
の
い
ず
れ
の
社
殿
も
細
部

に
は
市
周
辺
の
地
方
的
特
色
を
備

え
、
紀
伊
半
島
南
部
に
お
け
る
寺

社
建
築
の
展
開
を
考
え
る
上
で
も

重
要
な
建
築
物
で
す
。

　

境
内
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
景

安藤直次の足跡

市立歴史民俗資料館に展示されています。
※許可を得て撮影しています。

　田辺城は、浅野氏が築城した後に安藤氏
が修築し、城と城下町が整備されました。
会津川河口近くには、埋門型の水門が設
けられ、城

じょうだいがろう

代家老の安藤直
なおたか

隆（小
こ へ え

兵衛）が、
田辺湾内各所に舟で出掛ける際には、こ
の門を利用し
ました。田辺
城の面影を残
す数少ない建
築物です。

田辺城（水門）

鬪雞神社に行ってみよう

①拝殿／②本殿／③社殿（写真奥から西殿・本殿・上殿・
中殿・下殿・八百萬殿の 6棟が並んでいる）／④境内
の一角にある、鶏が闘う様子を再現した、湛増とその
息子とされる弁慶の像

①

② ③ ④

仮庵山の経塚

　▼仮庵山の経塚
から発見された石
硯・青白磁合子 等

▼

　

鬪
雞
神
社
は
今
年
創
建
１
６
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

長
く
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
記
念
行
事
を
多
く
企
画
し
て
お
り
、
鬪
雞
神

社
と
藤
巖
神
社
の
企
画
展
で
は
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で

鬪雞神社にまつわる行事

　

鬪
雞
神
社
馬
場
で
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
る
朝
市
で
す
。
地
元
産
品
や
周
辺
町
村
の

産
品
な
ど
を
は
じ
め
、
掘
り
出
し
物
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

弁慶市
　

源
平
合
戦
期
に
弁
慶
と
湛た
ん
ぞ
う増

を
中
心
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
熊
野
水
軍
の
ド
ラ
マ
を
壮
大
な
時

代
絵
巻
と
し
て
再
現
。
弁
慶
ゲ
タ
踊
り
や
弁
慶

よ
さ
こ
い
踊
り
も
行
わ
れ
ま
す
。

弁慶まつり
　

鬪
雞
神
社
の
例
大
祭
で
あ
り「
紀
州
三
大
祭
」

の
一
つ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
笠か

さ
ほ
こ鉾
は

山だ

し車
の
一
種
で
あ
り
、
田
辺
で
は
「
お
笠
」
と

呼
ば
れ
、
名
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田辺祭

鬪雞神社 宮司
長澤 好晃 さん

　鬪雞神社の境内にある藤巖神社は当地域に梅
の栽培を広げた安藤直次を祀

まつ

り、毎年５月 13
日に例祭を行っています。
　また、神社の前には、安藤直次の功績を紹介
した説明板が設置されています。

藤巖神社

こんな
　貴重なも

のが！

観
を
保
持
し
て
い
る
ほ
か
、
社
殿

背
後
の
仮か
り
お
や
ま

庵
山
の
中
腹
か
ら
山
頂

で
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉

時
代
初
頭
の
経き
ょ
う
づ
か塚が
３
基
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
外

容
器
の
甕か
め

・
経き
ょ
う
づ
つ筒・
合ご
う
す子
（
小
物

入
れ
）・
刀と
う
す子
（
小
型
の
刀
）・
小

型
硯す
ず
り 

・
古
銭
な
ど
が
あ
り
、
特

に
青せ
い
は
く
じ
ご
う
す

白
磁
合
子
が
18
点
と
そ
の
数

の
多
さ
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

神
社
の
環
境
や
景
観
、建
造
物
、

所
有
す
る
美
術
工
芸
品
、
例
大
祭

の
田
辺
祭
も
含
め
、
そ
れ
ら
全
体

が
高
い
文
化
財
的
価
値
を
有
し
て

い
ま
す
。

き
な
い
も
の
も
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、
秋
頃
を

中
心
に
奉
祝
行
事
も
あ

り
ま
す
。
こ
こ
を
訪
れ

る
方
に
は
、
歴
史
な
ど

少
し
で
も
神
社
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら

い
い
で
す
ね
。



7 Tanabe Publicity  2019.6 広報田辺　令和元年 6 月号 6

　

世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」
は
、「
熊
野
三
山
」「
高
野
山
」

「
吉
野
・
大
峯
」
の
三
大
霊
場
と
、
そ

れ
ら
を
結
ぶ
参
詣
道
と
そ
れ
ら
を
取
り

巻
く
文
化
的
景
観
（
自
然
と
、
そ
こ
に

関
わ
っ
た
人
間
の
営
み
に
よ
り
作
ら
れ

た
農
業
・
森
林
景
観
や
集
落
景
観
な
ど
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
資
産
で
、
平

成
16
年
７
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

鬪
雞
神
社
は
、
既
登
録
地
と
同
様
、

史
跡
熊
野
参
詣
道
（
中
辺
路
・
大
辺
路
）

を
構
成
す
る
重
要
な
遺
産
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
和
歌
山
県
保
存
管
理
計
画

で
も
追
加
指
定
す
べ
き
範
囲
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
関
係
各
所
が
尽
力
し
、
平

成
28
年
10
月
に
世
界
遺
産
に
追
加
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　市街地散策の拠点施設として「田辺市街なかポケッ
トパーク」が、平成 30 年 4 月 21 日から供用を開始し
ています。鬪雞神社をはじめ熊野古道の案内業務（外
国人観光客にも対応）を担うほか、施設内では市街地
の魅力を紹介する展示も行っています。
■営業時間　9時～ 17 時（年中無休）
　湊 27-37
☎ 0739-33-9030 ／　 pokepa@mb.aikis.or.jp

　私たち「田辺観光ボランティアガイドの会」
は、平成 11年から活動を始め、現在では約 30
名の会員が旧市内の観光案内等をしています。
鬪雞神社は、世界遺産に追加登録されたことで
認知度が高まり、お客さんの中にはとても詳し
い方もいらっしゃいます。私たちも案内をする
ための知識は豊富にありますが、改めて田辺の
良さを勉強したり発見したりすることができ、
とてもやりがいを感じています。今後も田辺の
魅力を多くの方に伝えていければと思います。
皆さん、是非ポケットパークにお越しください。

私たちがご案内します

特
集
特
集

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
盛
り
上
が
る
よ
う
に

　

鬪
雞
神
社
は
︑
平
成
28
年
10
月
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
︑
県
内
外
関
係

な
く
︑
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
そ
し
て
今
年
は
︑
鬪
雞
神
社
創

建
１
６
０
０
年
︑
安
藤
家
入
城
４
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
︑
官
民
一
体
と
な
っ
て
︑
駅
前
に
の

ぼ
り
を
設
置
し
た
り
︑
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
田
辺
薪
能(

能
楽)

や
奉
納

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
ほ
か
︑
こ
れ
か
ら
年
末
ま
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒
是
非
皆
さ

ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

　

そ
し
て
︑
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
を
通
じ

て
︑
田
辺
の
街
な
か
や
熊
野
の
魅
力
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
︑
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば

嬉
し
い
で
す
ね
︒

田辺観光協会事務局
（観光振興課内）
冨田 晃規

記念事業・恒例行事予定 (抜粋 )

◎鬪雞神社創建1600年記念「木
こ

もれ陽
び

」プロジェクト (10/12 ～ 13)

◎鬪雞神社創建1600年記念シンポジウム
◎弁慶まつり (10/4 ～ 5)

◎熊野詣を題材にした奉納落語公演イベント10月

◎田辺祭・例大祭 (7/24 ～ 25)
◎鬪雞神社創建1600年記念企画展
◎鬪雞神社創建1600年記念「灯

とうろう

篭」イベント

7月

◎年越大祓式・除夜祭 (12/31)12月

◎安藤家入城400年記念企画展

◎街なか散策ウォークイベント
◎やまいわい餅の振る舞いイベント11月

◎第26回特別企画展「鬪雞神社と南方熊楠」(7/21 ～ 9/16)

◎田辺薪
しんのう

能（能楽）イベント (9/28）

◎奉納記念コンサート (9/14)9月

6月 ◎夏
なごしのおおはらいしき

越大祓式 (6/30)

これらの他にも様々な記念イ
ベントを予定しています！

是非お越しください。

※開催日等は変更となる場合
があります。

ポケットパークを
ご利用ください♪

田辺観光ボランティアガイドの会の皆さん

代表
近藤新

しんじ

治さん

池田千
ち ず こ

壽子さん
澤井民

たみこ

子さん

鬪雞神社の価値を伝える


